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地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 レジリエンス教育を行う 

043 ペットの災害救助・救急救命講習 

取組主体 

学校法人伊藤学園 秋田情報ビジネス専門学校 

従業員数 想定災害 実施地域 

38 人 地震等 秋田県 

 県内で初となる発災時のペットの捜索、捕獲、救命救急のための講習を開講。 

 発災時に飼い主とその家族の一員であるペットの命を守るための自助意識向上も目指す。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 ペットの救命方法や救助方法を実技指導により習得 

 秋田情報ビジネス専門学校は、平成 26 年にペットビジネス科を開設し、

トリマー、動物看護師、ペットショップ等の動物の命を扱う業務に従事する

ことを目指す学生が在籍している。 

 同校では、東日本大震災の時にペットの扱いが問題となったことを踏まえ、

同科の開設当初から、一般社団法人全日本動物専門教育協会の協力

の下でペットの救急救命講習ならびに災害に対する危機管理講習を行っ

てきた。近年、水害等の災害が多発していることを踏まえ、平成 31 年度

には、一般社団法人日本防災教育訓練センターより、国内外の災害現

場において豊富な経験と知識をもつ専門家を講師として招き、県内で初

めてとなるペット災害救助訓練講習を開講した。参加者は同センターの認

定する「ペットセーバーERT（救急救助員）」を取得した。 

 ペットは、発災時には建物の損壊・倒壊によって飼い主の元から逃げ

出し、人に襲いかかったり、感染症等の危害を及ぼす可能性があるこ

とから、同講習では、受講者に災害時のペットの扱いに対する幅広い

知識を習得してもらうことで、ペットを扱う立場としての責任感や危機

意識を高めてもらうことを目指している。 

 同講習では、海外で行われているペットの災害救助の事例を通じて、

ペットの救急救命方法のほか、災害時に倒壊家屋等で生き埋めとな

ったペットの捜索方法、捕獲機の取り扱い、１本のロープから簡易ハ

ーネスを作る方法等を実技指導により習得できる。 

２ 現状の課題・今後の展開等 

  学生たちはトリマーや動物看護師等を目指す立場から積極的に同講習に取り組んでいるが、ペットの飼い主の意

識改革にはまだ課題がある。同校はこれまでも、学生のみならず、卒業生や関係先企業も招待して同講習を行っ

ていたが、令和２年度からは一般市民も対象とすることで、この課題解決に向けて取り組む予定である。 

担当者の声 

 今後の市民を巻き込んだ講習によって、秋田県の災害対策意識向上のきっかけとなることを期待しています。 

問合せ先 動画 

学校法人伊藤学園 秋田情報ビジネス専門学校 法人番号：6410005000584 
TEL：018-831-2535 FAX：018-835-9350 E-Mail：aibc@ito-gakuen.ac.jp 

 

ペットの救命方法を学ぶ 

１本のロープから簡易ハーネスを作成 




